
　化学科ご担当先生
令和 5年 12 月

数研出版株式会社

令和 5年度用高等学校教科書「化学基礎／化基 708」　訂正のお願い

　常日頃は弊社書籍をお使いいただき，厚く御礼申し上げます。
　さて，現在ご指導いただいております標記教科書におきまして，下記の訂正を行いました。
　誠に恐れ入りますが，この訂正に関しまして，生徒の皆様にご周知いただきますようお願い申し上げます。
　なお，訂正の内容は弊社ウェブサイト内（https://www.chart.co.jp/top/teisei/）にも掲載いたします。また，こ
の訂正内容は，令和 6 年度供給の教科書では修正済みでございます。
　教科用図書検定規則に基づき訂正をお知らせするとともに，ご迷惑をおかけいたしますこと，書面をもちまし
て，深くお詫び申し上げます。

頁 行 原　文 訂正文

141 図 6
右

第
2
章
　 

酸
と
塩
基
の
反
応

CH3COO－

CH3COO－

塩酸 酢酸水溶液強酸 弱酸

一部の CH3COOH
分子だけが電離H＋ Cl－ ほぼすべての

HCl分子が電離

　図 6　塩化水素と酢酸の電離　▲

　表 1　酸・塩基の強弱と価数による分類

▲

※ 1）シュウ酸は H2C2O4と書くこともある。
※ 2）CO2は一部が水と次のように二段階で反応するが，二段階目はわずかしか進まない。
 CO2 ＋ H2O ⇄ H＋ ＋ HCO3

－　　 HCO3
－ ⇄ H＋ ＋ CO3

2－

※ 3）リン酸は弱酸の中でも電離度が比較的大きく，中程度の強さの酸といわれている。
※ 4）Cu（OH）2，Fe（OH）2は水にほとんど溶けず，弱塩基に分類される。

（H2CO3） 炭酸イオン

   アレニウスの定義とブレンステッド・ローリーの定義の違いを説明してみよう。
  同じ濃度の塩酸と酢酸水溶液で，電気の通しやすさに違いが生じる理由を，
「電離度」という用語を用いて説明してみよう。

　　 学んだことを説明してみよう1考

価数 1価 2価 3価

強酸 塩化水素 HCl
硝酸 HNO3

硫酸 H2SO4

弱酸
酢酸 CH3COOH
フッ化水素 HF
シアン化水素 HCN

シュウ酸※ 1） （COOH）2

二酸化炭素※ 2） CO2

硫化水素 H2S
リン酸※ 3） H3PO4

強塩基 水酸化ナトリウム NaOH
水酸化カリウム KOH

水酸化カルシウム Ca（OH）2

水酸化バリウム Ba（OH）2

弱塩基 アンモニア NH3

水酸化銅（Ⅱ）※ 4） Cu（OH）2

水酸化鉄（Ⅱ）※ 4） Fe（OH）2

0.10 mol/Lの塩酸（25℃）
の電離度は 1である。
つまり，HCl分子 1000
個当たり，1000個のH＋

が生成する。

0.10 mol/L の酢酸水
溶液（25℃）の電離度は
0.016である。
つまり，CH3COOH分
子 1000個当たり，16個
のH＋が生成する。
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※ p.1 に該当の紙面と同じ画像を掲載しております。そちらもあわせて訂正させていただきます。


